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コロナウイルス感染対策等で、 

開館日が変更になる場合が 

ございます。ご了承ください。 

・『10 代と考える「スマホ」 ネット・ゲームとかしこくつきあう』 竹内 和雄／著 岩波書店 (007.3) 

・『ようこそ、心理学部へ』同志社大学心理学部／編 筑摩書房 (140) 

・『図解でわかる 14 歳からの自然災害と防災』 社会応援ネットワーク／著 諏訪 清二／監修 太田出版 (369.3) 

・『階段ランナー』 吉野 万理子／著 徳間書店 (913.6) 

・『365 日間、あふれるほどの「好き」を教えてくれたのはきみだった』 永良 サチ／著 スターツ出版 (913.6) 

・『鏡の国のアリス』 ルイス・キャロル／作 楠本 君恵／訳 ブライアン・パートリッジ／絵 論創社 (933.6) 

新年度が始まりました 
中高生の皆さん、進級・進学おめでとうございます。年度が変わり、環境もいろいろと変わったことでしょう。 

忙
せわ

しない日々が続いているかと思います。 

新しい友達はできましたか？ つぎぼん担当スタッフは友達作りがとにかく苦手で、新学期は苦心したものです(笑) 

勉強に追いつくための自習時間や環境の確保も大変ですよね。時津図書館では、3階の学習コーナーを開放している

ので是非ご利用ください(コロナウイルス感染対策で閉鎖することもあります)。学習室コーナー利用の際、図書館カー

ドの登録の有無をお尋ねします。「カード持っていないです」という方も、小さい頃に登録していることがあります。

ずっと時津に住んでいる方は、一度自宅を探してみてください。 

カードを失くしていても再発行できます。これを機に図書館へ足を運び、新しい本と出会ってみませんか？ 



 

おたより募集中！ 
つぎぼんでは 

皆さんからのおたよりを 

随時募集しています！ 

時津図書館ＨＰ 
お問合せフォーム 

『「ハッピーな部活」のつくり方』 

中澤 篤史／著 内田 良／著 岩波書店 (375.18)  

進学して新１年生になった皆さん、どんな部活に入ろうか期待に胸を膨らま

せていることでしょう。進級して２年生・３年生になった上級生の皆さんは、新

入生の入部を心待ちにしていることと思います。 

中学・高校の部活動での６年間は、後々の人生にも結構影響を与えているな

と、(皆さんよりちょっと長く生きている)つぎぼん担当スタッフは思うのです。

その６年間は楽しいものにしたいですよね？ 

本文中で著者は「部活がおもしろくないなら、おもしろい部活に変えちゃいま

しょう」「みんなで、みんなが笑顔になれる部活にしましょう」と語ります。そ

のためのヒントが、この本にはたくさん載っています。 

年度が変わってメンバーも大きく変わる今、この時期こそ、「部活の在り方」

を変える最高のチャンスだと思いませんか？ 

参考：福井県立図書館「覚え間違いタイトル集」 

http://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/ 

tosyo/category/shiraberu/368.html 

『100 万回死んだねこ 覚え違いタイトル集』 

福井県立図書館／編著 講談社 (015.2) 

 

中高生の間や世間で流行していることをちょこっと掘り下げ、 

明日友達に自慢できる……かもしれない「知識」を紹介します。 

第 8回は福井県立図書館 HPで紹介されている本の覚え間違いタイトル集を 

ちょこっと紹介！ 

なんとなく惜しいものから「どうしてそうなった！？」というものまで、 

見てみるとなんだが元気が出るかも！ 

①もしかしてこれかも？ 
『めっきらもっきらどおんどん』 

長谷川 摂子／作 ふりや なな／画 

福音館書店 (絵本) 

 
【つぎぼん担当スタッフより】 

お、惜しい！響きは合ってます(笑) 

 

 

①「もっこすもっこす 
どらどらぽん」みたいな絵本 

ってありますか？ 

②男の子の名前で 
「なんとかのカバン」 
を探してるんですけど…… 

 

②もしかしてこれかも？ 
『ハリー・ポッターとアズカバンの囚人』 

J.K.ローリング／作 松岡 佑子／訳 

静山社 (933) 

 
【つぎぼん担当スタッフより】 

こんなお尋ねがあったら探すのは大変そうです(笑) 

 

今回は、HPに 1000件以上寄せられたものから、つぎぼん担当スタッフが 

特に「面白い！」と思ったものを 2件ピックアップしました。 


